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	1. 内容理解（Content Construction）

	[bookmark: _Hlk38049340][bookmark: _Hlk38049347]・『バラクナマ』の意味と構成員について理解できる。【Part 1】
・記事の内容について理解できる。【Part 2】
・『バラクナマ』が始まった経緯について把握できる。【Part 3】
・スラムの子どもたちが直面している現状を認識することができる。【Part 3, 4】
・『バラクナマ』の記者や編集者たちの使命を理解できる。【Part 4】
・ジョティの例を読んで，彼女が貧しい子供たちに望んでいることを理解できる。【Part 4】
・本文の内容を理解し，RECAP SHEETを完成させることができる。【R&R-2】

	2. 言語リソース（Language Resources）

	2.1 文法（Grammar）

	・現在分詞(名詞＋doing)・過去分詞(名詞＋done)【GC-1】
　 1.1 現在分詞(名詞＋doing)・過去分詞(名詞＋done)の機能を理解し，それらが用いられた文の意味を理解することができる。
　 1.2 現在分詞(名詞＋doing)・過去分詞(名詞＋done)を適切に使って，イラストの内容を表すことができる。
・分詞構文【GC-2】 
　 2.1 分詞構文がどのような役割を持つかを理解し，それが用いられている文の意味を理解することができる。
   2.2 分詞構文を適切に使って，週末の出来事を伝えることができる。

	2.2 語彙（Vocabulary）

	・次の語彙をコミュニケーションにおいて使うことができる（発信語彙）。
   名詞: journalist, editor, discussion, basement, article, neighborhood, border, shame, participant, railroad, mission, fellow
動詞: force, respond, beat, aim, propose
   形容詞: monthly, involved, challenging, eager, needy, typical
   副詞: mainly
   関係詞: whenever
・上記の語彙に加え，次の語彙の意味を理解することができる（受容語彙）。
　 名詞: maid, slum, conference, disappointment, challenging, awareness
動詞: last, board, commit, excel, recruit
   形容詞: editorial, substantial, mainstream
   副詞: originally, completely
・記事・貧困に関連する語彙をネットワークとして整理し，意味を理解することができる。【VN】

	2.3 慣用表現（Formulas）

	・次の慣用表現の意味を理解し，使うことができる。
   機能表現: That is how …, in the hope that …
句動詞: used to do, go on, be made up of … 
副詞表現: to some degree, to one’s disappointment, not … at all
   動詞表現: manage to do, be involved in …, excel in …, train O to do, catch O doing, have an impact on …, be eager to do, come to do, aim to do　

	3. ５領域におけるタスク・ハンドリング（Task-Handling in Five Domains）

	3.1 聞くこと（Listening Domain）

	・本文に関する英文を聞き，正誤を判断することができる。【R&R-1】

	3.2 読むこと（Reading Domain）

	・事実（fact）を正確に捉えて読むことができる。【CC】
・場面ごとの登場人物の気持ちを共感的に読み取ることができる。
・理解が難しい箇所を，文脈や背景知識を活用して推測しながら読むことができる。

	3.3 話すこと（発表）（Spoken Production Domain）

	・本文の内容を理解し，RECAP SHEETを完成させ，発表することができる。【R&R-2】
・RECAP SHEETを用いながら，自分の言葉で本文内の良かったところを共有できる。【R&R-3】
・自分で書いた原稿をクラスの前で発表することができる。【MIY-3】

	3.4 話すこと（やり取り）（Spoken Interaction Domain）

	・Think-Pair-Shareの問いに対して自分の言葉で意見を述べながら，短い会話を行うことができる。（TPS）
・発表をするアイデアを英語で議論し合い，1つ選出することができる。【MIY-1】

	3.5 書くこと（Writing Domain）

	・自分でアイデアを考え，英語で各イラストについて表現できる。【MIY-1】
・自分の記事のアイデアを文章にすることができる。【MIY-2】
・メディアに関する語句を理解しながら，穴埋めを行うことができる。【VN】

	3.6 領域統合（Integrated Domains）

	・イラストで示した出来事の内容を適切な英語を使って記事を作成し，発表することができる。【MIY-2, 3】

	4. 学習への向き合い方と学習管理（Attitude & Learning Management）

	・教師の発問に対して積極的に反応している。
・授業中に大きな声で気持ちを込めて音読をしている。
・本課で学習した文法や語彙・慣用表現を，コミュニケーションにおいて積極的に活用しようとしている。
・子どもの貧困問題に関連する語彙や慣用表現を自分で調べ，ネットワークの充実化を図っている。
・本課の新出語彙・表現を繰り返し読んだり書いたりして，定着を図っている。
・本課の全文を10回以上音読している。【通読用本文】
・ペアワークやグループワークに積極的に参加し，責任をもって自分の役割を果たしている。
・授業の振り返り（リフレクション）を行い，学習の成果と課題を明確にしている。
・PDCA（Plan-Do-Check-Action）サイクルを通して計画的に学習を進めている。
・疑問点を放置せず，先生に質問をしたり，学習書を活用したりして解決している。



略語: GC = Grammar for Communication; VN = Vocabulary Networking, MIY = Make It Yours; R&R = Recap & 
Retell; CC = Comprehension Check; TPS = Think-Pair-Share, SSP= Skills for Sound Production

